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『法華経』 の蒙古語訳 について*

樋 口 康 一

0.は じ め に

近年,蒙 古語仏典の言語資料 としての価値が認識され,そ の文献学的 ・言語
(1)学的観

点からの研究が盛んになってきているが,『 法華経』 の蒙古語訳に関す

る限 り,そ の研究は皆無に近い.理 由は二つ考えられる.一 つは製作年代が17

世紀以前に遡 り得ると見なし得る 『法華経』の版本,写 本がないため言語資料

としての価値がない と予見されたこと,い ま一つは大部の仏典だけにその取 り

扱いがかなり困難であると見なされたことである.

筆者は現存する 『法華経』の蒙古語訳の版本 ・写本を調査 した結果,こ の仏

典が蒙古訳経史の諸問題を考察する上でかなりの資料的価値を有する,と の結

論に至 った.本 論文の目的は①利用可能でありながら具体的に論じられること

のなかった 『法華経』の蒙古語訳を紹介すること,② そのテキス トの系譜関係

を論 じるためのい くつかの材料を提供すること,③ 特に言語資料 としての価値

の一端を示すものとして,本 仏典中で頻繁に観察される副動詞b茸gedの 特異

な未報告の用例を紹介すること,に ある.ま た同時にこれは今後の 『法華経』

の蒙古語訳に対する詳細な研究に向けての言わぱ序論 と位置付け得るものであ

る.

1.現 存 す る 『法 華経 』 の蒙 古語 訳

『法華経』の蒙古語訳は世界各地の図書館,研 究機関等に収められているが,

*本 研究 は昭和61・62年 度科学研究費補助金 によ る研究成果の一部で ある.

(1)樋 口1980,pp.175～7を 参照.
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現在所在が公表 されているものは版本4種,写 本1種 の合計5種 類である.

版本の うち3種 は18世紀に開版 されたもので,蒙 古大蔵経所収のもの1種 と

北京木版本2種 である.大 蔵経のものはL。Ligetiの カタログの整理番号に従

えぱN)868(以 下K:868と 略称),北 京木版本はW.Heissigの 整理番号に従え
(2)

ぱM6と178(以 下 各 々PLB16,178と 略 称)で あ る.残 る1種 は東 洋 文 庫 所

蔵 の もの で年 代 は不 詳,PoPPe,Hurvitz,Okadaの 整 理 番 号 に従 え ば22(以

(3)
下T22と 略 称)で あ る.

一 方
,写 本 は ス トッ クホ ノレム国立 民 族 学 博 物 館 所 蔵 のS.Hedin収 集 品 中

の もの で,P.Aaltoの 整 理 番 号 に 従 え ばH1058Bで あ る.「 法 華 経 』 の写 本 は

他 に も コペ ンハ ーゲ ン王 立 図書 館 所 蔵 のMONG.496が あ る.MONG.496は

PLB16に 依 存 して い る こ とが 明 か で あ る の に対 し,H1058Bは そ の種 の依 存

(4)関 係
が 明 白 で は な い た め別 種 と した.

これ ら5種 の うち文 献 学 的 に有 意 義 な奥 書 を有 す る もの はPLB16の み で あ

る.そ こで は この版 本 は 「Erdenimergendayi6ingtayijiがChoskyi皐od

v(5)
zerの 原 本 をSirege慌guuきiの 訳 を 参 考 に して 改 訳 した」 旨 の 記載 が あ る.

こ こで言 及 され て い る3者 は す べ て実 在 の人 物 で あ ってChoskyi翠odzerは

14世 紀 に,ま たErdenimergendayidngtayiji,Sirege機guu謹 は と もに16

(6)
～7世 紀 に 活 動 して い た 翻 訳 家 で あ る

.以 下 では,PLB16をA本,H1058B

(2)Ligeti1942-4,p.225,Heiss三g1954,pp.27～8,p.156を 参 照.K868の 題 名 は6aγan

lillgqu-a盤eret茸deged廿nomyekek61gensudur「 白蓮 と い う名 の妙 法 大 乗 経 」,PLB16

は6aγanlinqu-aneret廿110m-unk61gensudur「 白蓮 とい う名 の 法 の 乗 経 」,PLB178は

Ωutuγ ・tudeged輩nom.tu6aγanlingqu・anere轍yekek61gensudurorosiba「 聖 ・妙

法 もて る 白蓮 と い う名 の大 乗 経 こ こ に あ り」 で あ る.北 京 木 版 本 は 世 界 各 地 の 図 書 館 に収 め られ

て い るが,こ こで はPLB16は コペ ンハ ーゲ ンの 王 立 図 書 館 所 蔵 の 版 本MONG.499に,PLB

178は 東 洋 文 庫 所 蔵 の版 本23に よ った.

(3)Poppe,Hurvitz,Okada1964,pp.25～6を 参 照.T22の 題 名 は6aγanlingqu・aneret廿

sudurorosibai「 白蓮 とい う名 の 経 こ こ にあ り」 で あ る.

(4)H1058BはAalto1954,P.75,MONG.496はHeissig-Bawden1971,PP.218～9を

参 照.前 者 の 題 名 は6a7anlingqu-aneretOdeged廿nomyekekδlgensudur「 白 蓮 とい

う名 の 妙 法 大 乗 経 」 でK868と 同一 で あ る'

(5)上 掲Heissig同 箇 所 お よ びHelssig-Bawden同 箇 所 を 参 照.

(6)Choskyi加dzerはBodhicaryavatarar入 菩 提 行 論 』 の 訳 者 と して 名高 い.こ れ は成 立

年 代 が 明 か な 蒙 古 語 仏 典 の 中で は 最 古 の も ので あ る.Erden三mergenday三6三ngtayi玉i,きire・

get廿guu6iの 事 績 に関 して はHeissig1962,PP。21～2を 参 照.
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をB本,T22をC本,K848をD本,PLB178をE本 とす る.A～Eの 順 序 は

便 宜 的 な も の で あ る.

行 文 の 字 句 の 構 成 に 着 目 す る 限 り,5者 の 間 で 字 句 の 相 違 を 認 め 得 る 場 合 は

あ っ て も,構 文 そ の も の が 全 く異 質 で あ る と見 な し 得 る 箇 所 は あ ま り な い.概

し て5者 の 相 違 は 僅 少 で あ る.そ の 一 例 と し て 「勧 持 品 」(ABで は 第13章,

(7)
CDEで は 第12章 に 相 当)冒 頭 の 一 節 を 掲 げ る.

Atende6ebodisdvmaqasdvem一 廿nqaγan:bodisdv

Btende6ebodisdvmaqasdvem一 伽qaγan:bodisdv

Ctende6ebodisdvmaqasdvem一 罎nqaγan:bodisdv

Dtende6ebovadhisadovamahaasadovaota6in-uqaγan:bovadhi

sadova

Etendeさebodisadcトamaqasado-aoto6in-uqaγan:bodisado-a

Amaqasdvyekesa甲baγ 一a-tuberqorint廿menn6k6d

Bmaqasd・y・k・ ・amb・ γ一a-t・berrq・i・tam・nn6k6d

Cmaqasdvsambaγ 一a-tuberqorintUmenn6k6d

Dlnahaasadovayekesambaγ 一a-tuberqorintUmenn6k6d

EInaqasado-ayekesambaγ 一a-tuberqorint茸menn6kδd

A

B

C

D

E

bodisdv-nar-1uγ 一aqamtuberilajuteg茸sn696igsen一 銭

bodisdv-nar-1uγ 一aqamtuberilajuteg廿sn696igsel1一 廿

bodisdv-nar-luγ 一aqamtuberilajuteg茸sn696igsel1一 廿

bovadhisadova-nar-1uγ 一aqamtuberilajuteg廿snδg6igsen一 茸

bodisdv-nar-1uγ 一aqamtuberilajuteg廿sn696igsen一 茸

Ailete廿ges-ieyinkemen66ibei::ilajuteg茸snδ9こigsenaene

(7)以 下では煩雑 を避 けるため和訳 はAに 対す るもの のみを掲 げる.

が生 じ得 る場合 には注記す る.
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B

C

D

E

ilete

ilete

eyinkemen6こibei::ilajuteg血snδ96igsenaene

eyinkemenδ6ibei::ilajutegasn696igsenaene

eyinkemen66ibei::ilalUteg茸Sn696igSenaene

eyinkernenδ6ibei::ilajutegtisn696igsenaene

A

B

C

D

E

udq-a-dursedkユ1-eごegenδ6茸9萱kenayiladunsoyurq-a:量1ajuteg廿s

udq-a-dursedki1-eこegen66tikenayila母unsoyurha:ilajuteg{is

udq-a-dur:sedkil-e6egen66廿gOkenayiladunsoyurq-a:ilajuteg茸s

udq-a-dursedkil-eこegen66廿9茸kenayiladunsoyurq-a:ilajutegUs

udq-a-dur:sedki1-e6egenδ ～戴9置kenayiladunsoyurq-a:ilajute9萱s

A

B

C

D

E

n69dgsenabidaberteg廿n6ileniregsenbarinirvanboluγad=ene

n696igsenabidabertegUn6ileniregsenbarinirvanboluγad:ene

n696igsenabidabertegUndleniregsen.barinirvanboluγad:ene

n696igsenabidabertegUnこileniregsenbarinirvanboluγad:ene

n696igsenabidaberteg茸n6ileniregsenbarinirvanboluγad:ene

A

B

C

D

E

nom-unj哉i1-iqamuγamitan-a茸jegUls廿gei:

nOm-Unj廿il-iqamUγamitan-a廿 」廿gUIS廿gei:

nom-unj茸il-iqamUγamitan-a旬 廿9廿1SUgei:

nOm-Unl廿il-iqamUγamitan-a廿 」廿9益IS茸gei:

nom-unj廿il-iqamuγamitan-a茸1廿9廿1s銭gei:

「そこで菩薩 ・摩詞薩たる薬王,菩 薩/摩 詞薩たる大楽説は二万の春属たる

/菩 薩らとともに世尊の/画 前で言葉をこのように 申し上げた.「 世尊よ,

この意味においてはいささかもお心を/お 煩わせ下さいますな.世 尊よ,我

々は如来が浬藥に/入 られてから(も),こ の経典を.一切衆生に教示.する所
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(8.)

存 で す.」 」

こ こで 観 察 で き る相 違 は,bosisdv～bovadhisadov-aの よ うな 表 記 面 に 関

す る差 異 を 除 け ば,も っぱ らem一 茸n「 薬 の」:ota6in-u「 薬 師 の 」 の よ うな語

彙 面 での 差 異 に 限 られ て い る.後 者 あ るい はileteUges-i:ilete:φ の 差 異

は,原 典 とな った テキ ス トの 差 異 に つ な が る可 能 性 は あ る.し か し,訳 出 の 発

想を全 く異にすると見なし得る箇所は皆無である.

事情 は 偶 頒 に 関 して も同 じで あ る.以 下 に そ の 例 と して 同 じ く 「勧 持 品 」 偶

(9)
の 第20・21類 を 掲 げ る.

20a

A

B

C

D

E

yirtin6員 一yinerket廿yeke6idaγ6i:

yirtin6{i-yinerket茸yeke6idaγ6i:

yirtin6廿 一yinerkettiyeke6idaγ6i:

yirtin6貸 一yinerkettiyeke6idaγd

yirtin6U-yinerket廿yeke6idaγ6i:

20b

Adnujarudasunbidab極k茸nbola畳:

B6inujarudasunbidabtik廿nbolai::

Cdnujarudasunbidab廿k茸nbolai:

D6inujarudasunbidab茸k{inbolai:

(8)こ の箇所は坂本幸男 ・岩本裕1964(以 下岩本訳 と称す る)で は以下の通 りである.「 その とき,

偉大な志を持つ求法者のバ イシャジャ=ラ ージャ(薬 王)と マハ ー講プ ラティバ ーナ とは,二 百

万人の求法者たち に囲 まれて,世 尊の面前で この言葉 を語 った.「 この ことに関 しま しては,世 尊

はこ憂慮な さらないで くだ さい.世 尊 よ,わ た くしどもは如来が 入滅 され たあとも 衆生に この経

説を教示 し宣揚す るで ありまし ょう.』」 なお,sedkil-e乙egen66罎g廿kenayiladunsoyurq.a

は純然た る蒙古語 として逐語訳すれ ば 「心を少 しお煩わせ下 さい」で,必 ず しも 否定の意味 には

な らない.6硫gaken単 独 では否 定を含意 しないか らである.蔵 本 ではthugslaschungngur

mdzaddugsolで 蒙古語 の行文 はこれ を機械 的に置換 した もの.こ こでは敢えて意訳 した.ち

なみ に漢訳(羅 什訳)の 該当箇所は 「唯願世尊.不 以為慮,」 であ る,一 方,巻 属であ る菩薩の数

は梵本,蔵 本 とも 「二 百万」であ り,「二万」 とす るのは漢訳と蒙古本のみであ る.な お,以 下 で

は,漢 訳中で最 もよ く知 られた羅什訳r妙 法蓮華経』(大 正262)を もって 漢訳を代表 させ る.ま

た,梵 本はW。gihara&Tsuchida1958に,蔵 本は北京版 によ る.

(9)例 文 中laは 第1頒 。第1句 の意.以 下 も同様で ある.
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E

肺

A

B

C

D

E

㎜

A

B

C

D

E

痂

A

B

C

D

E

痂

A

B

C

D

E

翫

A

こinujarudasunbidab廿k廿nbolai:

ked湿toγatanni「van■a

kedUitoγatannirvan

ked廿itoγatan-iya「 「直「van

ked{iitoγatan-iya「ni「van

ked茸itoγatan-iyarnirvan

amurliγsad:

amurliγsad:

amurliγsad:

amurliγsad:

amurliγsad':

sedki1-eこegen66茸9廿kerlayiladunsoyurq-a::

sedki1-e6egenδ6廿kenayiladunsoyurq-a::

sedki1-e6egenδ6萱g廿kenayiladunsoyurq-a::

sedki1-eこegen66登9茸kenayiladunsoyurq-a::

sedkil-e6egenδ6Ug廿kenayiladunsoyurq-a::

arbanj廿9-e6ealiiregsed:

arbanj茸9-e～}ealiiregsed

arban}廿9-e6ealiiregsed:

arbanj廿9-e6ealiiregsed:

arban}{ig-e～5ealiiregsed:

yirtin6廿 一yinjulab廿ktinber:

yirtin6廿 一yinjU【ab廿k茸nber:

yirtin6U-yinjulabUk銭nber:

yi1宅in～5芭一yinjulab廿k廿nber:

yirtin6{i-yinjulab茸k茸nber:

taγala1-isayiturmedegsen-iyerl
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Btaγala1-isayiturmedegsen-iyer:

Ctaγala1-isayiturmedegsen-iyer:

Dtaγala1-isayiturmedegsen-iyer:

Etaγalal-isayiturmedegsen-iyer:

21d

A廿nenUges-i苞9廿1egtOn::

B茸nen昼ges-i荘9貸1egt昼n::

C且nen茸ges-iUg廿legt員n::

D廿nen茸ges-i{ig廿1egt廿n::

E茸nentiges-iUg茸1egt廿n::

「世 間 の 王 に して 大 い な る 勝 者 よ,我 々 は み な あ な た の 僕 で す 。 無 限 の 浬 葉 に

安 住 し て,お 心 を い さ さ か も お 煩 わ せ 下 さ い ま す な.㈲

十 方 か ら 参 集 し た,世 間 の 灯(で あ る も の)全 て が,1意 向 を 巧 み に 知 り つ つ,

(10)

真 実 の 言 葉 を 語 る が よ い.⑳ 」

こ の 点 で 他 の 仏 典 に 類 例 を 求 め る な ら,筆 者 が 整 理 した 『普 賢 行 願 讃 』 の 各

テ キ ス ト間 の 相 違 で は な く,Heissigの 整 理 し た 『入 菩 提 行 論 』 の 各 テ キ ス}

間の相違を連想さ謝 。れらの例観 る限り,行 文の轍 そのものに関して.

は相 互 の類 似 は 否 む べ くもな い.

ま た,梵 本,蔵 本,漢 訳 の3者 と蒙 古 本 を 比 較 す る と,蒙 古 本 の 章 句 は 全 て

蔵 本 の章 句 と一 対 一 で対 応 して い る.梵 ・蔵 ・漢 の 間 で 異 同 が あ る場 合 に は,

蒙古本はことごとく蔵本 と敏 す署㌦ たカ・。壕 古本は全て蔵本から翻訳 さ

れたと無条件で認め得るように見える.の みならず,こ れらが全て同一系統の

(10)岩 本訳は 「あなたの命令 を,こ の世の王者 よ,わ れ らは 遂行 しま しょう.偉 大な聖仙よ,あ

なたは憂慮め さるな.安 心 して,心 静か になされ よ.(20)世 間を輝かす者よ,わ れ らはすべて十

方か ら集ま り来 た って,真 実の言葉を語 りましょう.わ れ らの意向をよ く知 りたまえ.(21)」 漢

訳は 「我 是世尊使 処衆無所畏 我 当善説法 願仏安穏住 我於世尊前 諸来十方仏 発如是誓言

◎ 仏 自知我心」.20dのsedki1-e6egen～soyurq-a}こ ついては注(8)を 参照.対 応す るチベ ッ ト

語形式 も全 く同一であ る.(21)の 後半 部の蔵文はmosparnamparmkhyenpasana/bden

pa睡tshignismrabargyurで,蒙 古語と しての逐語訳は この ままでは解 し難い.

(11)r普 賢行願讃』 に関 しては樋 口1988を 参照.r入 菩提行論』 各テキ ス ト間の相違はHeissig

1976,pp.146～235に 詳 しい.
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底本に基づきながら各々が互いに独立 した異本であると想定することも不可能

で は な い.

しか し,詳 細に検討すれば これ らの間に設定 し得る関係はそれほど単純では

なく,大 別 して少なくとも二つの下位集団に分類可能であることが判明する.

その根拠は,① 行文その ものはさておぎ章立てに関 しては大 ぎく相違する点が

あること,② 上記の例に見 られるような行文の僅少な相違の中には各々のテキ

ス トの性格の相違を物語る形式,あ るいは製作年代の判定に寄与 し得る可能性

を秘めた特徴的な形式を含む もの もあること,で ある.以 下ではこの二つの問

題を検討 したい.

皿.「 法華経』の蒙古語訳の章立て

(13)

第 一 に,A～Eで 章 の数 が 異 な る.す な わ ちABは 全28章 で あ る の に対 して,

CDEは 全27章 である.こ の相違は,前 者が第11章 「見宝塔品」の次に 「提婆

達多品」を第12章 として置 くのに対し,後 者が 「提婆達多品」を独立した一章

とせず 「見宝塔品」の中に含むことに由来する.章 の総数については,ABは

羅 什訳 とCDEは 梵 本,蔵 本 と一 致 す る.

第二に,「如来神力品」(ABは 第21章CDEの 第20章)ま では章の数はさて

(12)例 えば 「普門 品頗」第27類 か ら第33頗 は漢訳 にはな く梵本,蔵 本,蒙 古本 にのみ存在 し,ま

た第19類 と第20頒 の間にある一文 は梵本 にのみ存在 して,蔵 本,漢 訳,蒙 古本 には存在 しない,

等枚挙 にい とまない.

(13)こ こで 「章」 と称す るのは漢訳の 「品」であ る.な お以下では章名は羅什訳の品名を採 る.

「章」 はAで は コ甜,そ の他ではb61芭gに 当たる.章 名 は各章 の末尾 において示 される.第

1章 「序 品」 に例を取 れば,Aは 第1巻 の第18葉 表(以 下 では18rと す る,他 も同様である)で

序 品が終 了 しその直後 にter三gUlenUg雌lekUinere備engterig廿njailbolai「 初めに語 る

とい う名の最初の章であ る。」 とあ り,Bはterig加 廿galek廿ineret廿engterig廿nb61廿g

とある.C以 下 は全てBと 同 じ体裁 であ る.

また蒙古本で はこの 「章」 より大 きな単位 が設 け られている.Aでkeseg,B以 下でayimaγ

と称 され るものが それで ある.こ れに該 当す るものは梵本 ・蔵 本 ・漢訳のいずれ にも見当た らない.

仮 にこれ を 「部」 と称す る.「 第1部 」engterig近nkeseg～aylmaア は第1章 と一 致 し,以 下 第

3章 までは同様 であるが,第4部 は第4章 全部 と第5章 の一部,第5部 は 第5章 の残 りと第6章

の全部,第7章 の一部か らなる,と い った次第 で,章 の切れ目と 「部」 の切れ目が一 致 しない場

合 もある.K868}こ 関 してはLigeti1942-4,P・225を 参照.K868を 例 に取れ ば,各 「部」 の葉

数 は最短で16葉,最 長 で22葉,と 概 ね一 定の範囲内に収ま ってい る.章 の切れ 目 をある 程度 まで

勘案 しつ つ各 「部」の分 量を設定 した とおぼ しい.な お検討 の余地はあ るが,蒙 古語訳 された際,

もしくは刻版の際の事 情が関与 してい ると推定でき る。
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おき順序は全て同一であるが,そ れ以降の順序が大きく異なる.こ れは 「嘱累

品」と 「陀羅尼品」を どこに置 くか,の 相違である.こ の順序については,A

Bは 羅什訳 とDEは 梵本,蔵 本と一致する.

今 これを整理して示せば次のようになる:

蒙古本AB・ 羅什訳

第11章 「見宝塔品」

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

りたま

「提婆達多品」

「観持品」

「安楽行品」

「従地湧出品」

「如来寿量品」

「分別功徳品」

「随喜功徳品」

「法師功徳品」

「常不軽菩薩品」

「如来神力品」

「嘱累品」

「薬王菩薩品」

「妙音菩薩品」

「観世音菩薩普門品」

「陀羅尼品」

「妙荘厳王本事品」

「普賢菩薩勧発品」

蒙古本DE・ 梵本 ・蔵本

第11章 「見宝塔品」「提婆逮多品」

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

ー

ユ

2

2

2

2

2

2

2

2

「観持品」

「安楽行品」

「従地湧出品」

「如来寿量品」

「分別功徳品」

「随喜功徳品」

「法師功徳品」

「常不軽菩薩品」

「如来神力品」

「陀羅尼品」

「薬王菩薩品」

「妙音菩薩品」

「観世音菩薩普門品」

「妙荘厳王本事品」

「普賢菩薩勧発品」

「嘱累品」

Cの 章立ては甚だ混舌Lしている側面があるが,基 本的にはDEと 同じ

であると考えてよい.こ の混乱は一面ではCの 資料的価値を少しく損ねるもの

ではあるが,反 面これだけを理由にCの 資料的価値を 全面的に 否定すること
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(14)
は 出来 ない.混 乱 が 「嘱 累 品 」 以 後 の 章 に 限 られ,し か も局 部 的 であ る上 に,

Cに は他のテキス トには観察できない先古典期蒙古文語特有の形式が保存され

て い る こ と であ る.い ず れ に せ よ,章 立 て に 注 目す る限 りABと 羅 什 訳 が,C

Dと 梵本 ・蔵本が密接に関係すると見てよいことは明白である.

皿.『 法華経』 における特微的な言語形式

(15)
いわゆる先古典期蒙古文語の特徴的な形式は,奥 書きで16～7世 紀に改訳の

手が加えられた冒を明記 しているA本 をはじめとして現存する蒙古本には,テ

キス トの長大さを 考慮すれば 顕著に保存 されているとは言えない.た だこの

「改訳」が徹底的なものではなかったためか,先 古典期の特徴的な形式が観察

(14)第20章 「如来神力品」まではDEと 同 じであ るが,「 薬王菩 薩品」 との間に 「嘱累品」の行 文

の一部が割 り込 んでいる.「 割 り込む」 とは穏当で ないか も知れ ないが こう表現す るのが妥 当で あ

る.具 体 的には第6巻 の26v20行 目で 「如来神力 品」 の行文が 終了 し,6aγanlinqu-aneret茸

deged茸nom-a6a:teg茸n6ileniregsen・ 茸ridlqubi1アan・iiletebolアaγsanneret蔵qori・

duγarb61Ug::6aアalllinqu-a皿eretUdegedUIlomarbanqoyaduγarkeseg::「r白

蓮 華な る名の妙 法』の うちく如来の神変の力 を眼前 にあ らしめる〉 という名 の第20章.r白 蓮華な

る名の妙 法』の第12部.」 とあ って,24行 目か らtende6e(そ の時)で 次の章が開始す る.そ して
一 切中断な く28vま で続 き15行 目で終了す るが,そ の次 にはqutuτ ・tu6aγa皿linqu・aneret廿

degedUnom-a6a:sayitur6gg茸gsenneret養qorindoloduγarb61蔽g「r聖 ・白蓮華 なる

名の妙法』の うち,〈 巧み に寄進す る〉 とい う名の第27章 」 とある.19行 目にはtende6eと あ

り次の第22章 「薬王菩薩品」が始 まる.こ の混乱は原 典では本来 「嘱累 品」 が末尾 の第27章 にあ

った ものを刻版の際順序を改めた結果生 じた可能性が ある.

奇妙な事実は これだ けで はない.第7巻 は第23章 「妙 音菩薩 品」 か ら始 ま り中断無 く10rで 終 了

す るが,こ れ以降は きわめて錯綜 した様相 を呈す る.同 頁17行 目か ら第24章 「観世音菩薩普 門品」

が始ま るが,16rv,17rvは 字体や体裁 を異 にす る 「蓮華経 』なる仏典 の16rv,17rvで あり,

もとの 『法華経』の16rv,17rvは ない.し か し不思議 な ことに15vの 最終 行 と16rの 冒頭 は相

通 じるので ある.こ のr蓮 華経 なる仏典 の16v最 終行 で第24章 は 終了す る.18r以 降 は再 び元 に

戻 るが,2ユrvは2種 類あ る.う ち ユ葉は前後相通 じるが,も うユ葉は どこに続 くものか判然 と し

ない.25vで 第24章 は終わ る.第26章 は30vま で続 くが,30rか らは再 び 『蓮華経』 とな り,も と

のr法 華経』 の行文 は29vま でであ る.こ こで も29vの 行末 と30rの 冒頭 とは相通 じる.そ して

第27章 は全てr蓮 華経」 の行文 である.第27章 は32vで 終了す るが,さ らに2葉 余分な頁があ る.

字体,体 裁か ら見て もとのr法 華経』の行文 で,各 々34rv,35rvと 刻 まれてい る.

結局,こ のCは 本来DEと 同じ章数,順 序であ った ものを何 等かの事情 で急 遽ABに 合わせて

改 めたもの と見 なし得 る.そ の作業が,刻 版 され て以 降現状に至 るまでのどの 段階 で 行われ たか

は不明 であ るが,き わめて粗雑 であったことを物語 る ものである.そ れ に しても,官 版 とも称す

べき大蔵経 に合わせ るな らともか く,こ こでは逆 の事態 が生 じているのは奇妙 というほか ない.

(15)先 古典期蒙 古語(Pre・classicalWrittenMongo1圭an),中 期蒙古語(MiddleMongollan)

等 の蒙古語史の時代区分や その研究状況,ま た言語資料 と して の 仏典の位置づ け等 については樋

口1980,PP.176～7を 参照.

(118)



できる例外的な事例 もある.次 に掲げる例文は.「見宝塔品(提 婆達多品)」 の

一節である.が,.そ こにはA～Eの 間にわずかにではあるが存在する言語の年代

差を物語る形式を見出し得る.

A

B

C

D

E

olan㎡ngγangal乱b-ud-turkejiy-eberki6iye㎎g廿ianuese

olanmi㎎ γangalab-ud-turkejiy-eb6rki6iyengg廿ianuese

olanmi㎎ γangalab-ud-turkejiy-eberki6iyengg茸ianuese

olanmi㎎ γangalab-ud-turkejiy-eberki6iye㎎g廿ianuese

olanmingγangalab-ud-turkejiy-eberki6iyenggUianues6

A

B

C

D

E

ebderebei::γurbanmingγanyekelni㎎7anyi士tin6廿s一 茸nQrod-tur:

ebderebei::γurbanmingγahyekemi㎎ γanyirtinこ{is一 廿norod-tur:

ebderebei::γurbanmingγanyekemi㎎ γanyirtin6茸s一 廿norod-tur.:

ebderebei::γurbanmi㎎ γanyekelningγanyirtin6菰s加orod-tur:

ebderebei::γurbanmi㎎ γanyekemingγanyirtinこ 茸s一廿norod-tur:

A

B

C

D

E

・i・ ・eb養9・ ・廿6・ γ・nkili-yint・dUi・1i」Ug-t帥 ・・amit・n-ut血 ・d・

aieseb茸ges廿6aγankiji-yinted廿ialij睦g-t廿rberamital1-utulada

eseb茸gesU6aγankiji-yintedUialijUg-t廿rberamitan-dtulada

yadaba6u6a7ankiji-yinted且ialij芭g-t銭rberamitan-utulada

yadaba6u6aγankiji-yintedUialij萱g-t廿rberamitan-utulada

A

B

C

D

E

bey-e-bereseor6iγsanδ6廿9故kenberUgeiも01ai:

bey-e-bereseor6iγsan66茸gakenber茸geibolai:

bey-e-bereseor～}iγsan6～!茸9茸kenber茸geibolui:

bey-e-bereseuγuruγsan66廿gUkenber茸geibolai:

bey-e-bereseuγuruγsanδ6廿9荘kenber廿geibolai:
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「幾千劫の問いつ も(彼 の)精 進はくじけ.ることが/な かっ'た.三 千大千世界

において/た とえ白芥子のほど(で はな くと)も,あ らゆる方面において衆生
(16)

のために/転 生 しなかったことは少 しもない.」

DEで 使用されている譲歩副動詞語尾の一ba6uは 古典期蒙古文語特有の形式
(17)

で あ る.ABCIこ は この副 動 詞 語 尾 の用 例 は な い.既 に い くつ か の引 用 文 で 明

らか な よ うにA～E間 の 形 式 上 の 差 は ほ とん ど ない とい うの が 実 状 で あ るが,

そ れ が あ る場 合 には この 例 の よ うに,ABC(の 全 て,あ る い は そ の い くつ か)

に は 比 較 的 古 風 な形 式 が 保 存 され,DEで は そ れ が よ り 「古 典 期 的 な」 形 式 に

置 き換 え られ て い る 場 合 が 多 い.

一 方
,Cで 使 用 され て い るboluiは,ABお よびDEで 使 用 され て い る古 典

期 文 語 のbolaiに 相 当す る 形 式 で あ り,中 期 蒙 古 語 ・先 古 典 期 蒙 古 文 語 の特

(18)

徴 的 な 形 式 で あ る.先 ほ どCの 資 料 価 値 を 云 々 した の はCの み が この 形 式 を保

存 して い る とい う事 実 に基 づ い て い る.

以 上 か ら見 る 限 りABCが 『法華 経 』 の 蒙 古 語 訳 の 中 で は よ り原 初 的 な 形 態

を代 表 す る もの と考 え る こ とが 可能 で あ る.ま た,上 記 とは 性 格 を 異 に し製 作

年代 の相 違 を直 接 に は反 映 しな い類 の語 句 の 異 同 に 関 して も,概 ねABC,D

Eは 各 々共 通 す る が,両 集 団 の 間 で は相 違 す る 場 合 が 多 い.次 の 「讐 喩 品 」 第

15頒 は そ の 間 の事 情 を物 語 る好 例 で あ る.

15a

Ak61gen-dUruduridduγ6id-unjarliγ 一isonosuγad:

Bkδ1gen-dUruduriduγ6id-unJarlirisonosu7ad

Ckδ1genuduridug6idunjarliγ 一isonosuγad:

(16)(ai)eseb慧gesu～yadaba6uの 部分が蒙古語 固有の表現と しては解釈 しづ らい.6aγan

k圭ji一アinted湿 の部分 と倒置 されて いると解 した.な お検討 したい.ち なみに漢訳は次の通 りで

ある.「 観三千大千世界.乃 至無有.如 芥子許.非 是菩薩.捨 身命処.為 衆生故.」 岩 本訳は 「三

千大千 世界において,衆 生の幸福のためにあの お方 がみずか らの 肉体を捨 てなかった土地 は芥 子

粒ほど もないのです.」.蔵 本の該当部分 はthanayudsadkartsamgyiphyogsgangdu

yangで 蒙古語 のような否定表現 は形式上 は見 あた らない.

(17)樋 ロ1987,PP,018～9を 参照.

(18)PoPPe1955,P.264を 参照.
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D

E

b

A

B

C

D

E

15

c

A

B

C

D

E

d

A

B

C

.D

E

FO

=U

.

-
⊥

-⊥

angq-auridauduridduγ6id-unjarliγ 一isonosuγad:

angq-auridauduridduγ6id-unjarIiγ 一isonosuγad:

eneoron-durburqan-u6i1耳eg-iyeriletequbilγaquiba:

eneoron-durburqan-u6imeg-iyeriletequbi1γaquiba:.

eneoron-durburqan-u6imeg-iyeriletequbilγaquiba:

eneoron-durburqan-u6imeg-iyeriledtequbi1γaquiba:

eneoron-durburqan-u6imeg-iyeriledtequbilγaquiba:

endesimnus-a廿luilaγdaquib廿ged-iyer:

edesimnus-a.廿1茸ilaγdaquib廿ged-iyer:

edesimnus-a茸1Uilaγdaquib廿ged-iyer:

endesimnus-a廿luilaγdaquib茸ged-iyer:

endesimnus-atiltiilaγdaquibtiged-iyer:

仮 に 和 訳 す る と

装 束 を ま と って 化 身 す る もの あ るい は,

って,

蔵 文 の機 械 的 な 逐

b廿ged-iyerに っ い て はIVで 後 述 す る

一 個 の 差 であ って 刻 版 に際 して の 誤 りと見 な し得 る.

物 」 の解 し難 さは これ ら とは い さ さか 趣 を 異 に して い る.

・(121)

teremet廿nadurayu1茸geik廿6Unt6r6bei::

teremet廿nadurayu1渡geik驚 廿nt6r6bei::

teremet茸nadurayu1茸geikU6廿ntδr6bei::

teremet廿nadurayu1廿geik驚antδr6bei::

teremet萱nadurayul廿geikU6廿nt6r6bei::

「(a)乗 り物 で(?)導 く もの の お 言 葉 を 聞 い て,こ の 世 で 仏 の

こ こ で(?)悪 鬼 に 負 か さ れ ぬ も の に よ

そ の よ うに 私 に は 恐 怖 が な く な り力 が 生 ま れ た.」 と な る.章 句 全 体 が

語 訳 で あ る た め か 蒙 古 語 と し て は 判 然 と し な い 部 分 が あ る.

.ま たede～endeは 蒙 古 文 字 で は 《alef》

と こ ろ がA～Cの 「乗 り



岩 本 訳 は 「この 世 の指 導 者 で あ る仏 の声 を は じ めて聴 ぎ,わ た くしの驚 きは

す さま じか った の で す.『 悪 魔 が 仏 の 姿 を して,こ の 世 に現 れ て,わ た く しを

悩 ます の で あ ろ うか 』 と さえ 思 い ま した.」 漢 訳 は 「初 聞 仏 所説 心 中 大 驚 疑 將

非 魔 作 仏 悩 乱 我 心 耶 ⊥ ま た対 応 す る蔵 文 はthogmarnamparbdengyi

gsungthosnas/sahdirsangsrgyaschabyadmngonsprulnas/1真di

bdudrkyalkabyedpamayingrang/deltarbdagnibagtsha璋stobs

skyessoで い ず れ に も 「乗 り物 」 に該 当 す る形 式 は ない.こ れ らを見 る限 り

は 「乗 り物 」 はthogma`whatisupPermost,origin,beginning,(Jaschke

P.237)とthegPa`vehicle,carriage'(同P.235)の 取 り違 え,と い った 可 能

性 が 考 え られ る.一 方DEに お け る該 当 形 式 は 「先 頭 で 」 で あ り,こ れ は 首 肯

で きる.機 械 的 な 逐 語 訳 とい う性格 は5者 に 共 通 して い るが,A～Cで 散 見 す

る 形 式上 の対 応 関 係 に 関 す る この種 の 「誤訳 」 はDEで は 概 ね 改 め られ て い る.

蒙 古 語 仏 典 一 般 に 観 察 で き る傾 向 として,18世 紀 後 半 あ た りま で は成 立 年 代 が

(19)下
る ほ ど蒙古 語 形 式 は よ り蔵 本 に 忠 実 に な るが,こ れ もそ の 一 例 と解 し得 る.

した が ってDEの 成 立 は 他 に 比 べ 相 対 的 に 遅 か った と推 定 す る こ とは許 され よ

う.

】V.『 法華 経』 におけ るbUgedの 用 例

bUgedは コピュラb茸 一の分離副動詞形である.中 期蒙古語 ・先古典期蒙古

文語においては本来の意味 ・用法を離れてさかんに使用されたことはよく知 ら

れている.筆 者は先に 『普賢行願讃』の蒙古語訳が先古典期蒙古文語の言語資

料 として貴重である旨を論 じた.そ の論考の中で,副 動詞であるはずのb廿ged

(19)樋 ロ1987,pp.24～6を 参照.そ れ に しても以上 に掲げた,あ るいは 以下 に 掲 げるい くつか

の例文 を見て も分か るように,r法 華経』の蒙古語訳の 「逐語性」 の度合 は著 しく強 い.古 風 な特

色 を保存 してい るとはい えABCを 「旧訳」 と称 する ことがため らわれ る所以であ る.『普賢行願

讃』(後 述(iii)を参照)の 「旧訳」3種 に比べ拙劣な翻訳 とい う印象は免れ難い.極 度の逐語訳 と

い う点 では5者 共通 であり,DEは 形式上 の対応 をより正確 に追求 した ものと 考 えてよい.ま た,

ここか らErdeni卑ergendayi6illgtayijiの 改訳がどのよ うな性格の ものであ ったかを推測

す ることが可能 となろう.
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に格語尾が接続するという,未 報告の特異な用例が 『普賢行願讃』の蒙古語訳

(20)
に出現することを明らかにした.さ らにその後,古 典期になって蒙古語訳 され

たと見なし得る仏典類をいくつか調査 した結果,そ れらにおいてこの格語尾を

ともなうbtigedの 用例が少なからず 存在することが 判明 した.そ の一つが

『法華経』の蒙古語訳である.本 章ではこの特異な用例を報告するとともに,

この用例が提起する問題を論じる.

(i)中 期蒙古語,先 古典期蒙古文語におけるbtiged

この形式は本来 「～であって」の意味を持つはずであるが,中 期蒙古語 ・先

古典期蒙古文語における用例を検討 して見ると,単 にそれだけではなく,種 々
(21)

の特異な機能を持っていたことが判明する.

(1)の(a)～(c)は中期i蒙古語の代表的な資料 『元朝秘史』の第3巻 から任意に取
(22)

り上げたものである.傍 訳の漢語がいずれの場合 も 「便」であることから見て

もこのbttgedが 単なるコピュラの分離副動詞形として使用 されていないこと

は明かである:

(1>

(a)札 木中合 安答因 客列列克先 客連 必苔突舌児 李額場 折失古 兀格備由一1L____」 一L_____」 一 」L一 一一一_」 一

人名 契合 的 説来的 話 哨毎行 便 欲圖的 言語有　
Jamuqaanda-yinkelelegsenkelenbida-durb6'edje首iktitigebuyu

「盟 友 ジ ャ ムカ の語 った言 葉 は 我 々 に も何 か を た くらむ 言葉 で あ る.」

(§118)

(b)失 里 兀 牙 中合 中合 渥 雪 泥 都 鄭 歌 多 魯 牙 李 額 陽(§118)
一 」 一 一 一 一L___」

善行 分離 夜 兼行 動ロ自 便

gili'ay-aqaγa6ans6nidtilink6d61ttyeb6'ed

「ま っす ぐに離 れ て夜 を徹 して 動 き ま し ょ う,す ぐに.」

(20)樋 口1988,PP.114～2を 参照.

(21)以 下では 中期蒙古語 におけるb6'ed～b蔵'etを 無条件 に蒙古文語bUgedの 相当形式 と見 な

す.ま た後 出のdeRachewiltzの ように,漢 字資料やパ クパ字資料 ではことごと くb6'etと 転

写 されてい ることを根拠 として文語形式 をb6gedと 転写す ることも一つ の方式 として は可能 で

あるが,こ こでは採 らない.

(22)以 下の例の ローマ字転写 は小沢1985に よる.
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(c)門 雪泥 李額蜴 勺舌里纒 札木申合 竹克 歌多勒罷古灘(§119)
1一 一_」 」____」1L__」

只那 夜 便 相錯着 人名 威 動了　
mtins6nibδ'6djδri6enJamuqajttgkδd61beku

「そ の夜 に あ って 混 乱 して ジ ャム カ の方 へ 移 動 した.」

この うち,(b)の 用 例 は 『元 朝秘 史 』 にの み 出 現 す る きわ めて 特 異 な用 例 で あ

りなお 検討 す べ き点 が 多 い が,少 な くと も(a)(c)に関 して は,b6'edは 直 前 の形

式 も し くは 統 語 的 単 位 を 強 調 し,あ るい は 何 らか の か た ち で修 飾 して い る と解

釈 で き る.こ の機 能 を 仮 に 「小詞 的 」 と称 す る な ら,こ の 小 詞 的 な用 例 は 他 の

中期 蒙 古 語 ・先 古典 期文 語 の 資料 に お い て も広 く見 出 す こ とが で き る.

(23)
(2)は 『華 夷訳 語 』「来 文 」 中 の用 例 で あ る.こ こで はbU'etはeneが 主 題

で あ る こ とを示 す標 識 と して機 能 して い る と解 釈 で きる .

(2)額 捏 不 額f易 脱 斡 舌林 討 兀 因 約 孫 亦 訥 李 来
」_._」 」___」L___」L_____」 」___」 一 」___1

這 便 還 好的 道理 他的 有

eneb廿'etto'orimta'u-yinyosuninubolai

「これ こ そ は の さ だ め で あ る.」(「 華 夷 訳 語 』 来 文 中 の 「勅 礼 部 行 移 応 昌

衛 」)

(3×4)は 仏 典 以 外 の 先 古 典 期 蒙 古 文 語 の 代 表 的 な 資 料 の う ち 『孝 経 』 で 観 察 で

(24)

き る 用 例 で あ る.(3)の 用 例 は(2)と 同 じ と解 釈 し て よ い で あ ろ う.ま た(4)の 用 例

はb6gedが 否 定 辞tilttを 強 調 す る か,あ る い は 何 ら か の か た ち で 修 飾 し て

い る こ と を 示 す も の と解 釈 で き る 。

(3)e6igeeke-yUgentejiyegen6idabasuenebdgedolanirgen-tttaqim・ 一

taγuyosunbolu(10r)

「(自 分 の)父 母 を 養 う こ と が で き る な ら,こ れ は 多 く の 人 民 の 孝 養 の 道 で

あ る 。」(「 孝 経 』 庶 入 章,対 応 す る 漢 文 は 「養 父 母 此 庶 入 之 孝 也 」)

(4)tUsimelbolur6iqan-iyanjalajutilttidqaqu-yitilttb6gedsedkigdekti

(31r)

(23)以 下 の 例 の ロー マ 字 転 写 はMostaert1977に よ る.

(24)以 下 の 例 の ロー マ字 転 写 はdeRachewiltz1982に よ る.
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「臣 下 た る者 は(自 分 の)主 君 を 正 して 諌 め ざ る こ とを 考 え て は な ら ない.」

(「孝 経 』 諌 謬 章,同 じ く 「臣 不 可 以 不 争 於 君 」)

(5)(6)は先 古 典 期 に翻 訳 され た こ とが確 実 な 仏典 『入 菩 提 行 論 』 に お け る用 例

(25)
で あ る.い ず れ も上 述 の 「小 詞 的」 な用 例 と同 じ く,直 前 の要 素 を強 調 し,あ

るい は何 らか の意 味 で修 飾 して い る と解 釈 で きる.

(5)ed廿rsδni{igeinasu茸rgUlji

imaγtaeg廿n-ibagedsedk量gdekUiyosutu(II-62c,d)

「日夜 を 問 わ ず 永 久 に,常 に これ を ば 考 え ね ば な らな い.」

(6>itegelManjusiri-yib廿ged

todqor茸gegUi-eajek廿iboltuγai(X-53c,d)

「守 護 者 た る 文 殊 菩 薩 を ば,障 凝 な く見 られ れ ば よい.」

な お,チ ベ ッ ト本 に お け る該 当 箇 所 は 以 下 の 通 りで あ る:

II-62cnyinmtshanrtagtubdaggisni

dhdinyid皐bazhigbsampa草irigs

X-53cmgonpo切amdbyangsdenyidni

dgegsmedparyangmthongbarshog

bUgedに 相 当 す る 箇 所 でnyidが 使 用 され て い る点 が 両 者 に共 通 してい る.

既 にWellerは このb且gedの 特 異 な用 例 は 少 な くと も 『入 菩提 行論 』 に 関 す
(26)

る限 りチ ベ ッ ト語 形 式nyidと 関 係 が あ る とい う可 能 性 を指 摘 して い る.た だ

し,全 て の用 例 でnyidが 対 応 して い るわ け では ない.後 述 す る が,『 法 華 経」

の蒙 古 語 訳 にお い て もnyidの 存 在 とb廿gedの こ の用 例 との間 に は 「何 らか

の」 の とい う以 上 の関 係 を認 め る こ とは 困難 で あ る.

(ii)古 典 期 蒙 古 文 語 に お け るbUged

時代 が下 る に つ れ,b廿gedの 「小 詞 的」 用 法 は次 第 に稀 に な る.

仏 典 を例 に とる な ら 『金 剛 般 若 経 』 には オ イ ラ ッ ト語 訳 を除 い て3種 の蒙 古

(25)以 下の例は後出のチベ ッ ト語の ものを含 めWeller1958に よる.た だ しチベ ット語 の転写

は本稿 で採 る方式に従い改めた.

(26)Weller1958,pp,28～30を 参照.
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(27)

語 訳 が 伝 え られ て い るが,こ の うち翻 訳 年 代 が 最 も古 く14世 紀 に ま で遡 る こ と

が 確 実 な もの,つ ま りカ ン ジ ュ ール所 載 の(a)Pan6aDriきtaの 訳(Poppeの

言 うAnonymousTranslation)に は,こ の 「小 詞 的 」 用 法 を 見 出 し得 る の に

対 し,17世 紀 に 成 立 した(b)Sireget茸G茸 忌iCorji『 の 訳,お よび(c)Toyin

Guuきiの 訳 には 全 く見 出 し得 な い こ とは それ を よ く物 語 っ て い る.

(7)(a)tereyaγun-utuladakemebes茸:teg壮n6ileniregsen-ealibateg雌s

sayinlag忌ankemennomlaγdaγsantereb廿gedteg茸ssayinlag§an

萱geyinkutuladabolai:(7v)

「それ は何 故 か と言 え ぱ,完 全 な相 好 で あ る と如 来 に よ って説 か れ た も

のが 完 全 な相 好 で は な い か らで あ る.」

(b)tereyaγun-utuladakemebesU:tegOn6ileniregsen一 茸nomlaγsan

aliterelagきanbelgeteg廿stigsed-ianulagきanbelgetegUstigsen

茸gei-yintUlabuyu=(3v)

「そ れ は何 故 か と言 え ば,如 来 の説 い た相 好 を完 全 に具 現 した もの は相

好 が 完 全 に具 現 して い な い か らで あ る.」

(c)tereya7un-utuladakemebesa:teg旋n6ileniregsenberteg銭ssayih

belge-tUalinomlaγsanterek哉tegUssayinbelge-t壮 廿gey-yin

tuladabolai:(8r)

「そ れ は何 故 か と言 え ば,如 来 が完 全 な 相 好 を も って い る と説 い た もの

が完 全 な相 好 を も って い な い か らで あ る.」

3者 は各 々翻 訳 の 発 想 や方 針 を 異 に す る と解 釈 で ぎ るか ら単 純 な比 較 は 危 険

で は あ るが,概 ね(a)のb茸gedは 先行 す るteg茸n6ilen～nomlaγdaγsantereが

述 語 廿geiに 対 応 す る こ とを示 し(b)(c)では そ の機 能 を各 々anu,k廿 が 果 た し

て い る と見 な し得 る.こ の(a)の用 法 は上 述(2)(3)と 同 じで あ る と考 え て よい.

一 方 ,(b)(c)に お い てb嬉edの 用例 が 皆 無 で あ るわ け では ない.し か し,次

(27)r金 剛 般 若 経 』 の(a)(b)はPoPPe1971,(c)はS盆k6zi1972に よ る.
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(28)
に掲 げ る(b)の用 法 は 明 らか に(7)の(a)の 用 法 とは 異 質 で あ る.

(8>(a)amitan .kemensedkij萱orolduqubusu:aminkemensedkij董

orolduqubusu:budgalikemensedkij廿orolduqu-yintulada

bolai:(9v)

「衆 生 と想 念 す る の で は な く,生 命 と想 念 す る の で は な く,補 陀伽 羅 と

想 念 す るが 故 であ る.」

(b)a皿itankemenbarimtalaqubusu:aminkemenbarimtalaqubusu

bUged:budgalikemenbarimtalaqubusu-yintulabuyu:(4v)

「衆 生 と誤解 す るの で は な く,生 命 と誤 解 す るの で は な くて,補 陀 伽羅

と誤 解 す るの では ない が 故 であ る.」

(b)のb茸gedの 意 味 は この 形 式 本 来 の 「')で あ って 」 であ り,そ の 機 能 も本

来 の副 動 詞 の機 能 か ら逸 脱 し ては い な い.こ れ が 古 典期 文 語 に お け るb茸ged

の 言 わ ば標 準 的 な用 例 で あ る.

両 者 に お け るb廿gedの 用 法 の 相 違 は 次 の⑩ にお い て も歴 然 と観 察 で き る.

(g)(a)tereyaγun-utuladakemebes哉:ilajutegUsn696igsenabuyan-u

60γ6atereb茸ged60γ ～…a廿9∈虹一yintuladabolai:(13v)

「そ れ は 何 か と言 えば 世 尊 よ,徳 の 慈 で あ る それ が 纏 では ない が 故 で あ

る.」

(b)tereyaγun-utulad群kemebes茸:terebuyan.u60γ6as廿gei.yin

tuladab茸ged:(6v)

「そ れ は 何 故 か と言 えば,そ れ が 徳 の纏 では な いが 故 で あ っ て」

事 情 は 非 宗 教 的 な文 献 資 料 に お い て も同様 で あ る.次 の⑩ はAltantob6i

(29)
novaに おける上述(1)の 『元朝秘史』の各例の該当箇所であるが,そ こで保存

(28)一 方(c)におけ るbUgedは もっぱ らtey…nbUgedの 一 部と して使用されてい るにすぎない.

これは梵語 の接頭辞vi一,チ ベ ット語 の副 詞句rnamparの 訳語 として使用 され る形式であ る.

teyinb養ged自 体は時代の差を問わず仏教文献 において広範 に 使用 され る.い ま問題 としてい

るのは この種の慣用句 として定着 した用法ではない ため,こ こでは特 に言及 しない.た だ,こ の

形式その ものの意味は 「そのよ うであ って」であ り,そ れがなぜvi・,mamparの 訳語 として

定着す るに至 ったかは今後検討を要す る問題であ る.

(29)Mostaert1952,P.66を 参照.
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され て い る の は(a)のbtigedの み で あ る.　
⑩(a)tuγar-unJamuq-aanda-yinkelegsenkelenbidan-durbttgedjigsiktt

met廿tigebuyu:

(b)siluγu-aγaγ6asδnidUlinkδd61tty-ekemebe: 　
(c)Tayi6iγudberk6keji'm6ns6nijδri6inJamuq-aji'gk6delbekti:

この(a)の よ うな例 が 存 在 す る こ と 自体 年 代 記 と して は む しろ 例 外 的 と も言 え

る.AltanTob6i,『 蒙 古 源 流 』 等 の 古 典 期 文 語 に よ って 記 され た 代 表 的 な年

代 記 に お い て も この種 の 小詞 的 な 用 例 は 皆 無 に 近 い.の み な らず,用 例 の 如 何

を 問 わ ずb廿gedを 捜 し出 す こ と自体 が 困 難 で あ る.こ れ らに お い て は 動詞

bo1一の 分 離 副 動 詞 形boluradや こ の 口語 的 な改 新 形bolad,bolod等 が古 典期

文 語 に お け る 「標 準 的 な」btigedの 機 能 を担 って使 用 され て い る.年 代 記 以

(30)

外の非宗教的な文献資料についても事情は同じである.

中期蒙古語 ・先古典期文語においてはそもそもbtigedが 本来の意味,用 法

で使用 されること自体が稀である一方で古典期文語ではむしろ本来の意味 ・用

法で使用 されることは興味深いが,こ の問題については今後考究 したい.

現在のところ詳細な調査は完了 していないため確言は出来ないが,ジ ャンル

によってこの形式の出現の頻度が異なることは十分に考えられる.特 に仏典で

は使用頻度が高いと言ってもさしつかえない.し かし,こ の事実が何を含意す

るのか,例 えば仏典においてはいわば擬古的な文体が好まれる傾向があった,

といった文体論的な問題に集約 し得るものか否か,あ るいは蒙古仏典が概ねは

翻訳仏典であるか ら,こ の形式 も一種の翻訳語法 として位置づけられ得るのか

否か等,今 後考究すべぎ問題は少なか らずある.

(iii)『 普賢行願讃』の蒙古語訳におけるbtiged

トゥノレファン出土文書の中に 『普賢行願讃』の断片が2葉 あることから見て

もこれが既に14世紀には蒙古語訳 されていたことは確実である.こ の仏典は蒙

古人の間で愛好 されたらしく,多 数の異本がある.そ の全てが一律に14世紀の

(30)ち なみ に,現 代モ ンゴル語6eree丑 は文語 のbUgedの 借 用であるか ら,当 然 なが らその意

味 ・機能は上述の古典 期の用例と基 本的 に同一であ る.
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訳 に遡 り得 る もの で は な く,幾 度 か 翻 訳 し直 され た もの が 平 行 して今 日に 伝 え

られ て い る.一 つ は 行 文 の 異 同か ら,一 つ は 翻訳 年 代 の 差 の 反映 と見 な し得 る

各 々 の 言 語 特徴 か ら推 して,こ れ らは6系 統 に分 類 で ぎ る.そ の 中 で も筆 者 が

旧訳 と称 す る もの,つ ま り トゥル フ ァ ン断 片 と製作 年代 が 等 しい と推定 で きる

一 群 は さ らに3系 統 に分 か れ るが ,こ れ らに お い て は上 述 のb廿gedの 「小 詞

(31)的 」
用 法 の用 例 が 多 数観 察 で きる こ とは 言 うま で も ない.

(32)
と ころ が,そ の 中 の 一 つ に,次 に掲 げ る異 色 の用 例 が 出現 す る。

(1D(a)basaalibergalab-ud-unγurban6aγ 一un6aγ ～!inegetedeger-inigen

9首an-uqubibUged-iyeroronedles{igei

α))alitedeγurban6a7-ungalab-un6inege-yinigengきan-uqubi-dur

b茸gedoronyabusuγai

(c)alitedeγurban6aγ 一ungalab-un6inege-yi

nigengきan-uqubi-durb{iged{iileds萱gei(31-c,d)

「ま た あ らゆ る劫 の,三 世 ほ ど もあ る それ らに,一 刹 那 の分 で悟 入 す る

べ く修 行 した い もの だ.」

中期 蒙 古 語 ・先 古 典 期 蒙古 文語 で は 接続 詞 的 に 使用 され るkigedに 格 語 尾

が 接 続 す る用 例 が観 察 され る が,こ れ は副 動 詞 語 尾 一gedが 元 来 は形 動 詞 語 尾

で あ っ た こ とを裏 付 け る証 拠 と 解 釈 され て い る.b廿gedに 格 語 尾 が 接 続 して

い る この用 例 も文 法 史 的 に は 同様 に解 釈 して差 し支 え な い..

ち な み に,該 当す る不 空 訳 の漢 訳 お よび蔵 文 は次 の通 りで あ る.

「三 世 所 有 無量 劫 刹那 能 入 倶 胆i劫」

gangyangbskalpadusgsumtshaddedag

skadcigchashaskyisnizhugsparspyad

先 ほ どのnyidは この チ ベ ッ ト語 の例 で は 例 用 され て い な い.(a)のqubi

(31)『 普賢行願讃』の蒙古語訳 に関 して は樋 口1988の 第一部 を,bagedに ついては同p.14を

参照.

(32)(a)は 筆者のい う旧訳1,(b)(c)は 各 々23で ある.こ こでは無 用の混 乱を避 けるため(a)はK731,

BはK848,CはK1144で 代表 させ,ま た特記 しない限 り和訳は(a)に対 してのみ与えた.
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b廿ged-iyerは 明 解 には 解 釈 し 難 い一 句 で あ る が,(bXc)中 で相 当 す る表 現 が

qubi-durb丘gedで あ る こ とを 参 照 す る と,上 記 の 諸 例,と りわ け(5)(6)と少 な

くと も意 味 的 には 相 通 ず る も の と見 る こ とが で き る.

また 新 訳 では,格 語 尾 に接 続 す るか 否 か を問 わず,も は やb廿gedそ の もの

が 使 用 され て い ない.次 に掲 げ る⑫ は3系 統 の うち の一 種 新 訳3の 該 当 箇 所 の

で あ る.こ こ で 旧訳 のb菰gedに 平 行 す る もの と して強 調 の小 詞berが 使 用

され て い る こ とは01)に お け るb廿gedの 意 味 を考 え る際 に一 助 となろ う.

⑫alinberγurban6a7-unkemjiy-e-t廿galabtedeger-tUr

nigeng勇an-uqubi-durberoronyabusuγai

い ず れ にせ よ,こ のb嬉edに 格 語 尾 が 接続 す る用 例 は まれ な もの で あ り,

先 古 典 期 に蒙 古 語 訳 され た こ とが 確 実 な仏 典 の 中 で こ の用 例 が確 認 で き る の は

きわ めて 少 数 に限 られ て い る.と こ ろが 『法 華 経 』 の蒙 古 語 訳 に おい ては こ の

(33)形 式
が90例 余 出 現 す る の で あ る.

(iv)『 法 華 経 』 の 蒙 古 語 訳 にお け るb廿ged

bUgedが 全 て今 問 題 と して い る 特 異 な用 例 の 中 で 使 用 され て い るわ け で は

な い.出 現 数 か ら見 れ ば 先 述 したteyinb廿gedの 一 部 と して の もの が 圧 倒 的

に多 い.ま た古 典 期 的 に,繋 辞 の分 離 副 動詞 と して の 使 用 例,.あ る い は(1)～⑥

に 見 られ た よ うな小 詞 と して の用 例 も観 察 で きる が,ω と軌 を 一 に す る,格 語

尾 を直 後 に従 え る用 例 が大 量 に 出現 す る こ とが顕 著 な特 色 で あ る.次 の2例 は

(34)
対 格 語 尾 が接 続 す る用 例 で あ る.

⑬qamuγamitan-ateg廿n6ileniregsen-Ubelgebilig-i廿jek茸ibUged-i

且neker茸jegtilkUied茸g茸1b廿ri-yintulada:teg廿n6ileniregsen

dayin-i.daruγsan廿nekertuγuluγsanburqanyirtin6廿 一d廿rt6r6k廿

(33)後 述の例が示す通 りA～E間 でbUgedの 出没には異同があ る.い まAを 例に とれば92例 で

あ る.

(34)冒 頭の例が示す通 り個 々の テキ ス ト間の相違 は僅少で あり全て を 列挙 す ることは必ず しも必

要ない.引 用は特記 しない限 りA本 の形式 に限 った.な お,bUgedを いかに訳出す るかは慎重 に

検討 しな けれ ばな らない問題で あるが,と りあえず 「強調」 の意味 を 認めて差 し つかえない もの

に関 してはその意味で訳 出してあ る.ま た,以 下 に引用す る例の 中 にも蒙 古語 としては解釈 しづ

らい部分 が含まれてい るもの もあ るが,.敢 えて直訳 した.
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boluyu:(「 方 便 品 」・26v)

「一 切 衆 生 に如 来 の 般 若 智 を見 る こ とをば 真 に理 解 させ る(こ とに)着 手

(35)

(す る こ と)の た め,如 来応 正 等 覚 が こ の世 に生 まれ る の で あ る.」

(14)teg廿aこileniregsen一 茸belgebilig-i茸jek茸ibtiged-iUneker

bariγul-unjokiyaquiba:(「 方 便 品」・26r)

(36)

「如来 の般 若 智 を 見 る こ とを ば 真 に理 解 させ よ うと しつ らえ る こ とや 」

ち なみ に 蔵 文 の ⑱ の 該 当 箇 所 は

debzhingshegspahiyeshesmthongbanyidyangdagparston

pa葦o

で,nyidを 観 察 で き るが,α のでは 同 じtegUn6ilenか らUnekerま でが

debzhingshegspa阜iyeshesmthongbayangdagpar

で,nyidは 現 れ な い.励gedの 出没 が必 ず し も蔵 文 との 関 係 で は説 明 で きな

い こ とが 分 か る.事 情 は 以 下 の各 例 に関 して も同様 で あ る,

次 の2例 は 属 格 語 尾 を 従 え た 用 例 で あ る.㈲ は 頒 で あ るか ら 焼gedの 出没

は 散 文 に限 られ ない こ とが 分 か る.

㈲biberγaγ6ak61gen-e6eterig廿1e狙:qamuγamitan.anom.i

雌jeg飢kUianueyinuqaγdaqui:qalnuγ 一imedek廿ib荘ged一 伽e6茸s-t茸r

k菰ragsenburqan-uk61genbolai:(「 方 便 品 」・24v)

「私 は 唯 一 の 乗 か ら始 めて,一 切 衆 生 に法 を示 す の は こ の よ うに理 解 す るが よ

(37)
、

④

し

自
μ

(す な わ ち)一 切 智 の 極 致 に 至 っ た 仏 の 乗 で あ る.… … 」

sayibaroduγsan-uenesudur-ialibariγdd:

baγsibtiged一 廿noron-duraγsanbuyu:

qamuγalnitan-durbernom-ikelelegdbolai:

k61titoγatanmaγad廿ges-tUrmergenboldyu::

(35)岩 本訳は 「(如来の智慧の発揮 を)人 々に理 解させ ・・るため世尊 は この世 に出現す るのだ」.

漢訳は 「欲 示衆 生.仏 知見 故.出 現 於世.」

(36)岩 本訳 は 「如 来の智慧の発揮を鼓舞 し」.漢 訳 は 「欲 以仏之 知見.示 衆 生故.」

(37)岩 本訳は 「余は唯ひ とつの乗物 について,そ れが仏の乗物であ ると,教 え を 示す のだ」 漢訳

は 「『如来但 以.一 仏乗故.為 衆生説 法.」 蔵文 はdeyang与diItarsaロgτgyaskyithegpa

thamscadmkhyenpanyidkyimtharthugpaste.
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(「法 師 功徳 品」・208v・ 第76頒)

「善逝のこの法を誰であれ受持するものは/師 の境地にあるか/一 切衆生
(38)

に説法するものとなる./劫 の数(ほ どの)確 かな言葉に巧みとなる.」

次の2例 は具格語尾を従えた用例である.

qのtedegerqamuγamitar1-iberburqan-uk61genbUged-iyerbernirvan

bo1γanjokiyaqubolai:(「 讐 喩 品 」・48v)

「か れ ら一 切 衆 生 を ば 仏 の 乗 に よ っ て こ そ 浬 藥 に 至 ら し め る よ う工 夫 す る

(39)

の で あ る.」

(1∂tedeb廿9廿d♀gerγurbanuqaγan-1uγ 一ateg廿s6Ujir7uγanj6ng

bilig-1廿getegUsUn:teyinbUgednaimantonilquibUged-iyer

diyan6idbolbai::(「 化 城 喩 品 」 ・101v)

「かれ らす べ て は三 明 を具 え六 通 を具 え,完 全 な八 解脱 に よ って 禅 定 に至

(40)
った 」

次の2例 は位格語尾を従えた用例である.

⑲tende6ebodisdvlnaqasdvmayidaribernigengsannigen

qurumqan-durjaγur-ab菰ged-t廿rd6rbenn6k6d一 廿nsedki1道nonul-i

sedki1-iyer-iyenuqajuele:(「 序 品 」 ・6v)

(41)

「そ の と ぎ 弥 勒 菩 薩 は 一 刹 那 に 瞬 時 に 四 衆 の 意 向 を 心 で 悟 り」

(38)岩 本 訳 は 「この経 典 を 心 に と どめ て,幾 千 万 の 解 説 に巧 み で,す べ て の者 に教 え を 解 く もの は,

教 師 の 位 にあ るの だ.」 漢 訳 は 「是 入持 此 経 安 住 希 有地 為一 切 衆 生 歓 喜 而 愛 敬 」.蔵 文 は 阜di

nideyisngondu与grobarhgyur/bdebargshegspa尊imdo阜di阜dzinpayang

/slobdpongyinisala阜dugpayin/semscanthamscadlaya皿gchossmraste.

(39)岩 本 訳 は 「仏 の乗 物 だ け で 人 々 を完 全 なrさ と り』 に導 くの で あ る,」 漢 訳 は 「等 与 大 乗.不

令 有 人.独 得 滅 度.」 蔵 文 はsemscandedagthamscadkyangsangsrgyaskyitheg

panyidkyisyollgssumyanganlas皐dabarmdzangky1.

(40)岩 本 訳 は 「か れ らは ま た 三 種 の学 識 と六 種 の 神 通 力 を具 え,ま た 八 種 の 解 放 を 瞑 想 す る者 と

な った.」 漢 訳 は 「皆 得 深 妙 禅 定.三 明.六 通.具 八 解 脱.」 蔵 文 はdedagthamscadkyang

rigpagsumdangldanpadangmngollparshespadrugdaロgldanpadangrnam

partharpabrgyadlabsamgtanpargyurto.

(41)岩 本 訳 は 「そ の と き,偉 大 な志 しを持 つ 求 法 者 マ イ ト レー ヤ は,そ の 一 瞬 に,こ れ らの四 衆

の 者 た ち が 心 の 中 に思 った こ とを 悟 り」 漢 訳 は 「爾 時 弥 勒 菩 薩.欲 自決 疑.又 観 四 衆.… 衆

会 之 心.」 蔵 文 はdenasbyangchubsemsdpasemsdpachenpobyamspasskad

c三gthangcigyudtsamdenyidlahkhorbzhipornamskyisemskyirllampar

rtogpa.
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⑫①taγalaqun-a6aqaγa6aquijobalang-udmasidak廿rtek廿itere

b廿ged-ttir:jobalang-un60γ6as-turorod:(「 讐 喩 品 」 ・46r)

「愛 す る も の か ら離 れ る 苦 し み に 大 い に 苦 し む も の,そ の 当 人 に お い て は

(42)

苦 の 集 積(の 中)に 入 り」

次 の1例 は 奪 格 語 尾 を 従 え た 用 例 で あ る.

②1)t6r6k{ii.6telk罎i.ebedk茸i.廿kUk廿i.γasalaqui.enelk廿ijobaqui.

duranγutuqui.kimuralduquib廿ged-e6emasidaget赴lgekUi-yin

tulada(「 序 品 」・12r)

(43)「生

,老,病,死,憂 い,悲 しみ,苦 しみ,失 望,当 惑 か ら大 い に救 うた め に」

V.終 わ り に

今後はA～Eの テキス トの一層の整備 とそれに基づ く文献学的な諸問題の精

細な処理が必要である.ま た今回は単なる用例の報告に終わったが,b廿gedに

関してその意味 ・用法を詳細に検討することもこれからの課題である.少 なく

ともチベ ット語形式との関連からでは説明できない部分が多いことは明かとな

った.今 後は,一 つは蒙古語内部の問題 としてテキス ト処理の中で有意義な情

報の収集に努めること,い ま一つは梵語を究極の出発点として今 日見られる蒙

古語仏典が成立する間にいわば仲介者として位置づけられるチベ ット語以外の

言語に関して検討することが必要である.

例えば次のような事実は前者の方向で今後活用可能な情報の一つと言えるか

も知れない.す なわち,次 の2例 のように,該 当する蔵語形式は近似している

にもかかわらず,一:方 ではb廿gedが 出現 し,他 方では同じ位置にb甑 廿nが

出現する事例がある.

(42)岩 本 訳 は 「好 ま しい人 と は別 離 す る た め に起 こる苦 悩 に遭 うで あ ろ う.し か も,か れ らは 苦

悩 の 集 積 の 中 に転 々 と しなが らも」.漢 訳 は 「愛 別 離 苦.如 是 等 種 種 諸 苦.衆 生 没 在 其 中.」 蔵 文

はsdugpadangbra正baUsdugbsngalrabtumyollgbadenyiddusdugbsngal

gyiphungPo与khyorzhing.な おorodはoro7・adの 改 新 形 で あ る.

(43)岩 本 訳 は 「生 ・老__失 望 ・ 当惑 を 克 服 して 」.漢 訳 は 「度 生 老 病 死 」 蔵 文 はskyeba

dallgrgabadang__yidmibdebadang阜khrugpalasshintubzlaba尊iphyir.

(133)



㈲s茸mbUraγula-yinted茸itngris-On6e6eg一 廿njambuljaγuib費ged-i

bariγad:(「 化 城 喩 品 」 ・96v)

(44)

「須 弥 山 ほ ど も あ る 天 の 花 の 花 束 を 手 に し て 」

㈱tedegers直mb員raγulas-untedUi6e6eg一 廿11.lambulja7uibUk廿n-iila}u

teg登sn696igsen-esa6ubai:(同 上)

(45)

「か れ ら は 須 弥 山 ほ ど も あ る 花 の 花 束 全 て を 世 尊 に ま き 散 ら し た 」

ま た 既 に 論 じ た 通 りA～Eで 形 式 上 の 差 異 が 観 察 で き る 事 例 は さ ほ ど多 く は

な い が,そ の 僅 か な も の の 中 に は 同 一 箇 所 に お い てABで は 焼kOn,CDE

はbUgedが 使 用 さ れ て い る 事 例 も あ る.次 は 「序 品 」 第92頒 の 後 半 部 で あ る.

⑫の

Atere6aγ 一turnomlaquibUk廿n-i茸1廿toγtaγan:

teg廿n一 哉.ner-eberanueyinkemegdemU:

Etere6aγ 一turnomlaquib廿ged-i廿1Utoγtaγan:

teg廿n一 廿ner-eberanueyinkemegdem廿:

「そ の と き の 説 法 全 て を 記 憶 し て い な い の で,か れ の 名 は こ の よ うに 称 さ

(46)

れ る の で あ る 」

さ ら に,次 は 「化 城 喩 品 」 第12類 の 後 半 部 で あ る が,や は り同 一 箇 所 に お い

てABで はb廿9養de,CDEで はbUgedが 使 用 さ れ て い る.

㈲

Aitege1廿gei}obalang-tanedegerbUk廿namitanber

nidun-iγarγaγ6iamuτulangb廿g茸de-e6enasudaebderebei:

Eitege1茸geijobalang-tanedegerb廿k茸namitanber

(44)岩 本訳 は 「ス メール山に等 しい量の花弁 を手 にして」.漢 訳は 「盛諸天華。」 蔵文は1ha垣

meto99iphurmarirabtsamthognas.

(45)岩 本訳 は 「ス メール山に等 しい量の花弁をかの世尊 に撒き散 らした」.漢 訳 は 「所散之 華.如

須 弥山.」 蔵文はmetoggisphurmarirabtsamdedaggisbcolnldanhdastela

gtoL

(46)岩 本訳 は 「そのとき語 られた こと ・・すべて彼 の記憶 に残 らなか った.(彼 はヤシ ャス鵠カー

マと呼ばれ),こ の名 で彼 は諸方 に於て有名で あった.」 漢訳 は 「棄捨所習諦 廃忘不通 利 以是

因縁故 号之為求名」.蔵 文 はdeyitshembshadpamamsm三zin/deyimingyang

与dizhesbyabargyur・
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nidun-iγarγaγ6iamuγulangb廿ged-e6enasudaebderebei:・

「救 い の な い,苦 悩 を か か え た これ ら全 て の 衆 生 は,眼 を失 った もの(で

(47)
あ り)一 切 の安 楽 を永 遠 に奪 わ れ て い るの で あ る.」

これ らの例 ・に お い てb廿gedと 互換 性 を示 すb茸k廿n,bUg廿deは 一残 念 な が ら

この種 の事 例 は 僅 か しか ない が 一 と もに 「全 て 」 の 意 味 であ る.こ の こ とか ら

b廿gedの 多 様 な意 味 の一 部 と して 「複 数性 」 あ るい は 「集 合 性 」 に関 わ る も

の が あ る と考 え る こ とは不 可 能 で は な い.全 て のb茸gedの 用 例 を これ で説 明

で ぎ な い こ とは 明 か で あ る.し か し,今 後 格 語 尾 接 続 の有 無 を 問 わ ず 広 く

bUged一 般 の意 味 ・用 法 を考 察 して い く上 で これ は 一助 とな り得 るで.あろ う.

また,既 に掲 げ た 「書 喩 品 」 第15頒 の第3句 では 古 風 な特 徴 が ほ 翠 払 拭 され

て い る に もか か わ らず,b廿gedに 格 語 尾 の接 続 す る形 式 が 保 存 され て い る こ

とは 注 目 に値 す る.こ れ は こ の形 式 が 例 え ばb廿gsenな ど とは 趣 を異 に し,

単 に古 風 とい うだけ では す ま な い,何 か それ 以 外 の含 意 を もつ こ とを物 語 る と

解 釈 で ぎ る.そ れ が 何 で あ る か は今 後 の解 明 を ま たね ば な らな い.
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